
 

 

 

 

互いを大事にし、『知り→考え→行動する』人間に 
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 １２月１０日（火）５・６校時に人権集会が行われました。人権集会では、各学年の学習成果の発表や人権に係るアンケ

ート結果の発表、人権標語の紹介、本校の人権宣言の採択などが行われました。各学年の発表は、学年ごとに設定され

たテーマに基づいて学習したことを学年の代表が発表しましたが、差別の実態やその差別解消のために考えたことなど

を、情報機器を使用したり、演劇や歌などを使ってメッセージを発信したりして、表現しました。今年度の人権学習では、こ

れまでの人権学習とは異なる視点で学び、そして考えを発信するなど、主体的で協働的な深い学びが一歩進んだと考え

ています。様々な体験活動や講演会を通して学んだり、地域に目を向けユニバーサルデザインのあり方を調べて提言した

り、全校社会科の時間で映像を視聴し、拉致という人権侵害の実態について知るなど、学びが多い日々を過ごすことが

できました。本号では、人権集会で私が生徒に話しをした際のスライドを紹介します。 

 左記は、人権集会の時に私が話をする際に使用したスライドで

す。スライドだけでは、どのような話だったのかを完璧につかむこと

はできませんが、振り返るに参考資料にしながら、各ご家庭におい

て、話題の一つにしてほしいと考えています。 

 当日は、まず、基本的人権の定義を簡単に確認しました。人権は

最大限尊重されることを日本国憲法から引用し話しをしました。

権利が守られるということは、幸せに生きているということと解釈す

ると、人類・日本にいる人・日本人は本当に幸せなのだろうか？と

一人一人目を閉じて考えるところからスタートしました。事前にクラ

スルームで配信し、６８名の回答を得ていたので、その結果を示し

ました。 

 さて、どのような差別があるかとか、私たちが目指すべき社会の

姿などは、学年発表や標語、本校の人権宣言に盛り込まれ、しっ

かり学習していたので、次に必要な、『差別の解決のためには、知

ることから始めなければならない』ことを指摘しました。各学年の

学習から分かるように、『知り（気づき）』そして考えることは、私た

ちは毎年学習しています。そこから、差別解消に向けて一歩進むた

めには、『行動する』という要素が大切であり、『行動する』が必要

だあると生徒たちは気づいています。 

 しかし、私たちの言動を振り返ったとき、年齢に関係なく、この

『行動する』という部分が弱いので、差別は解消せずに残っている

と考えます。そこで、他人を傷つけ謝った行動をしている人を制止

する（注意する）ことができるかという場面設定を意図的に行い、

寸劇を行って、もしあなたが見ている人だったら・・・・という立場で

考えました。最初は個人で、その後、周囲の人と考えました。発表

ができればよかったのですが、時間の関係で、次に進み、参考と

なるＣＭがネットにあることに触れました。スライドに記載されてい

るＡＣジャパンのＣＭです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

『寛容ラップ』で検索すると出てくるでしょう。よければ、各ご家庭

で、親子でそのＣＭを閲覧してほしいと思っています。私は教頭

先生からその情報を得て、これは生徒に是非伝えねば！と思い紹

介しました。必ず学びがあるはずです。ＹｏｕＴｕｂｅにアップされて

います。 

 さて、様々な差別の解決に向けて『行動する』ことが第一歩で

あること、ならびに、困っている人に対してとった行動の身近な例

を紹介しました。それは、本校生徒が登校中の小学生に対してと

った優しい行動です。詳細は、スライドに記載しています。『行動

する』というのは、私たちの生活からかけ離れたところにあるので

はなく、身近にあると考えます。 辛い場面に遭遇したら、その相

手にとってプラスになることを行うと（辛いという字に一プラスす

ると幸せという字になる）幸せになること、そして、悩み、苦しんで

いる人に（憂いの状態）に、人が寄り添う（憂いという字に人が

寄っていく）とそれは『優しさ』になることを本校生徒の心温まる

行動から改めて認識しました。アンケートでも出てきた『悪口、陰

口』は人間関係を崩し、いじめの原因にもなるものです。口から

出るマイナスの言葉をなくす（口から吐くマイナスをなくせば、叶

うという字になる）つまり、幸せが叶うと解釈しています。人権集

会にて話したこと振り返りながら記してきました。最後のスライド

については、別の機会に触れようと思います。 

 

 

 

 


